155V1付属証明書
2022/1/1版
エコマーク商品類型No.155「複写機・プリンタなどの画像機器Version1」付属証明書
[スキャナ]

本付属証明書は、エコマーク商品類型「複写機・プリンタなどの画像機器Version1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：20
	年
	
	月
	
	日

	申込商品ブランド名
	

	申込者(会社名)
	



	＜付属証明書の作成方法＞
1. 申込製品に関する必要事項を「記入欄」、「適合/不適合」にチェックまたは記載して下さい。
2. 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
[bookmark: _GoBack]3. 各証明書の作成は(記入表)を参照して下さい。
4. 「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示(予定)の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書(パンフレットなど)等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図

エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	エコマーク表示予定設計図(書式自由・原稿)をご提出下さい。


	
	エコマークを表示しない(予定)場合はその理由を右欄に記載下さい。
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】



	項目
	記入欄
※該当する事項をチェックして下さい
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	□他社／□自社
	他社開発製品の場合、申込承諾書(記入表155-0)
	申込承諾者

	本商品類型で、既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が
□ある／□ない
	· エコマーク商品認定審査結果通知書の写し
· 既認定型式と申込時型式の対応表、項目ごとの同一証明(もしくは、本付属証明書にその旨記載)
· 4-1-1.(5)~(7)、(109)~(123)、4-1-2.(15)、4-1-4.(32)、(33)、および変更点に関する証明書
	




	本申込（商品区分）のベースとなる機器を以下に記入して下さい

	
	記入欄　※該当する事項をチェック・記入して下さい

	型式・品番名
	

	種類
	□複写機　／　□プリンタ　／　□ファクシミリ　／　□■スキャナ　／　□複合機　／　□プロ業務用画像機器

	サイズ形式
	□標準形式(A3判　□対応　□非対応)　／　□大判形式(最大印字幅：        )　／　□小判形式

	印字方式
(スキャナは記入不要)
	□電子写真　／　□インクジェット　／　□高性能IJ　／　□感熱　／　□染料昇華
□インパクト　／　□固体インク　／　□熱転写

	モノクロ／カラー対応
	□カラー　／　□モノクロ

	主な使用用途
	□一般オフィス　／　□家庭用　／　□その他[      　　　　　　       ]


本申込において、認定基準書6.「(1)商品区分、表示など」の同一構造機器に該当し、同一商品区分として申請する機器を以下に記入して下さい。
	型式・品番名
	

	種類
	□複写機　／　□プリンタ　／　□ファクシミリ　／　□■スキャナ　／　□複合機　／　□プロ業務用画像機器

	サイズ形式
	□標準形式(A3判　□対応　□非対応）　／　□大判形式(最大印字幅：        )　／　□小判形式

	モノクロ／カラー対応
	□カラー　／　□モノクロ

	主な使用用途
	□一般オフィス　／　□家庭用　／　□その他[             ]

	ベース機器との相違点
	同一構造の筐体を使用した機器(基本設計が同一)である　　□はい　／□いいえ

（相違する項目）
□プリントスキャン速度　／　□自動両面機能の有無　／　□給排紙カセット等の有無　／　
□無線LAN、USB ポート、FAX ポート等の付属機能の追加　／　□筐体色　／　
□上記以外（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※本申込において、3種類以上の型式・品番がある場合には、上記表を複写して追加下さい。


	
試験所
	記入欄　※該当する事項をチェック・記入して下さい

	□海外環境ラベルとの相互認証の活用予定あり　／　□なし・未定

	4-1-2.(15)
省エネ基準
	試験所名
	

	
	試験所の所在地
	

	
	試験所の要件
	＜第三者試験所、製造者の試験所＞
□ISO/IEC17025(一致規格JIS Q17025)の認定を受けている (「国際エネルギースタープログラムの認定試験所(LAB)である)
　　認定・登録番号[　　　　　　　　　　　　　]　制度名[　　　　　　　　　　　　　　]
□ISO/IEC17025(一致規格JIS Q17025)に従って運営されている
□「国際エネルギースタープログラムの認証機関の承認に関する条件と基準」の付属書類Aで定める「立会製造事業者試験所(WMTL：Witnessed Manufacturers’ Testing Laboratory)または監理製造事業者試験所(SMTL：Supervised Manufacturers’Testing Laboratory)プログラムの運用に関する要件」を満たす
＜製造者の試験所＞
□サンプリングや分析過程の監視をしている
□監督官庁より分析と試験の実施の認可を受けている
□サンプリングと分析を含む品質システムを確立し、ISO9001(一致規格JIS Q9001)を保持している
□サンプリングと分析を含む品質システムについてISO9001に準拠する社内規格があり、それに則して測定が行われている

	4-1-3.(31)
騒音
	試験所名
	

	
	試験所の所在地
	

	
	試験所の要件
	＜第三者試験所、製造者の試験所＞
□ISO/IEC17025(一致規格JIS Q17025)の認定を受けている
　　認定・登録番号[　　　　　　　　　　　　　]　制度名[　　　　　　　　　　　　　　]
□ISO/IEC17025(一致規格JIS Q17025)に従って運営されている
＜製造者の試験所＞
□サンプリングや分析過程の監視をしている
□監督官庁より分析と試験の実施の認可を受けている
□サンプリングと分析を含む品質システムを確立し、ISO9001(一致規格JIS Q9001)を保持している
□サンプリングと分析を含む品質システムについてISO9001に準拠する社内規格があり、それに則して測定が行われている


相互認証を活用して海外環境ラベルを取得するにあたっては、ISO/IEC17025の認定を受けた試験所で試験をとり行うことが必要です(省エネ測定については、「国際エネルギースタープログラムの認証機関の承認に関する条件と基準」等の要件で可)



	


項目
	基準概要＆記入欄
	適合/不適合
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-1-1.
(1)
	機器は「製品設計チェックリスト」に適合する
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表155-1
	設計責任者

	4-1-1.
(2)
	機器に使用される色材カートリッジまたは色材容器は「製品設計チェックリスト」に適合する
	　□　はい
　□　いいえ
□色材カートリッジ、色材容器の使用なし
	
	

	4-1-1.
(3)
	個々の25gを超えるプラスチック製筐体部品は、それぞれ1種類のポリマーまたはポリマーブレンドにより構成されている
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表155-2
	設計責任者

	
	筐体部品に使用される全ての25gを超えるプラスチック製部品は、4種類以下の互いに分離可能なポリマーまたはポリマーブレンドにより構成されている
	□　はい
　□　いいえ
	
	

	4-1-1.
(4)
	資源有効利用促進法の特定再利用業種に該当する機器は、少なくとも25gを超える部品の一つが再生プラスチック部品または再使用プラスチック部品を使用している
特定再利用業種に該当しない機器(小型家電リサイクル法の対象機器およびスキャナ)については、少なくとも部品の一つが再生プラスチック部品または再使用プラスチック部品を使用していることでもよい
(2022年12月31日以前に新規申込を行う機器に適用)
	　□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	記入表155-3
	設計責任者または担当者

	
	5g以上のポストコンシューマ材料からなる再生プラスチックまたは再使用プラスチック部品を使用する
(2023年1月1日以降に新規申込を行う機器に適用)
	□　はい
　□　いいえ
	
	

	
	ポストコンシューマ材料からなる再生プラスチックまたは再使用プラスチック部品を全プラスチック(プリント基板、ラベル、ケーブル、プラグ、電機部品および光学部品は除く)中に合計1%以上使用する
(2025年1月1日以降に新規申込を行う機器に適用)
	□　はい
　□　いいえ
	
	

	4-1-1.
(5)
	トナーカートリッジ、インクカートリッジ、トナー容器またはインク容器は、回収のシステムがある
	　□　はい
　□　いいえ
□トナー/インクカートリッジ、トナー/インク容器の使用なし
□容リ法対象のトナー/インク容器に該当
	「はい」の場合、
トナー容器、トナー/インクカートリッジの回収システムに関する説明文書
	管理責任者または担当者

	4-1-1.
(10)
	保守、修理の受託体制が整備され、機器利用者の依頼に応じて修理を行っている(リペアシステム)
体制の整備として以下a.～c.を満たす
a. 修理を受託することの情報提供がなされている
b. 修理の範囲(サービス内容)、必要期間、費用、機器利用者向けの対応方法などに関する情報提供がなされている
c. 機器の保守(事業者により提供されるものを指す)はトレーニングを受けた人員、または専門知識を有する人員のみが行うシステムとなっている
	　□　はい
　□　いいえ
	a.およびb.については体制が整備されていること(処理能力、基準に定める情報提供内容など)などを記載した製品取扱説明書の該当部分の写し
	

	4-1-1.
(11)
	保守部品の供給期間は当該製品の製造停止後、5年以上確保されている
	　□　はい
　□　いいえ
	本事項を記載した製品取扱説明書の該当部分の写し
	

	4-1-1.
(12)
	資源有効利用促進法の特定再利用業種に該当する機器は、機器の回収および部品の再使用や材料のマテリアルリサイクルのシステムがある
特定再利用業種に該当しない機器(小型家電リサイクル法の対象機器およびスキャナ)にあっては、回収・リサイクルシステムの構築、もしくは回収率、再使用・マテリアルリサイクル率および再資源化率を向上させる取り組みを実施している
	□　はい
　□　いいえ
　□　対象外の機器
　□　回収・リサイクルシステムを構築している
□　回収率等を向上させる取り組みを実施している
　□　いいえ
　□　対象外の機器
	回収・リサイクルシステムがある場合：機器の回収、再使用、マテリアルリサイクル、再資源化および再資源ができない部分についての処理・処分の体制が整備されていること(回収システム、回収率、再使用、マテリアルリサイクル、再資源化の内容、処理能力、処理内容など)の説明文書および記入表155-4、
回収率等を向上させる取り組みを実施している場合：回収率等を向上させる取り組みに関する説明文書(ウェブサイトの写し等) <参考　解説書>
	管理責任者または担当者

	
	回収された機器の再資源化率が75%以上である
	自社で回収する仕組みがある場合には記入すること
□　はい
　□　いいえ
	
	

	
	再資源化できない部分は、減量化等が行われた上で、適正処理され、単純埋立されない
	自社で回収する仕組みがある場合には記入すること
□　はい
　□　いいえ
	
	

	4-1-1.
(14)
	機器の包装または梱包は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さおよび廃棄時の負荷低減に配慮されている(包装材料チェックリストに適合する)
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表155-5
※DE-UZ20519 Annex 2aの提出でも可(機器の型式・品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
	設計責任者または担当者

	4-1-2.
(15)
	製品は、申込時点に適用される国際エネルギースタープログラムの「画像機器」製品基準Version3.0に適合する
ただし、国際エネルギースタープログラム「画像機器」製品基準Version3.0国内発効後半年までにエコマークの申込を行った機種については、国際エネルギースタープログラム「画像機器」製品基準Version2.0に適合することでもよい
複写機またはファクシミリについては、「画像機器」製品基準Version2.0における該当機器が適用される最大TEC要件または最大スリープモード消費電力要件(PSLEEP_MAX)に80%を乗じた数値以下である
	　□　はい
(Ver3.0を満たす)
□　はい
(Ver2.0を満たす)
　□　いいえ
□対象外の機器
　□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	「国際エネルギースターロゴ使用製品届出書」等
(申込時の提出が困難な場合、念書の提出)
	担当者

	4-1-3.
(16)
	プラスチック製筐体部品にはハロゲンを含むポリマーを使用しないこと。また、難燃剤として有機ハロゲン化合物を処方構成成分として添加していない
以下a.～e.のいずれか一つ以上に該当する部品は、本項目を適用しない
a. プラスチック材料の物性改善のために使用される有機フッ素系添加剤(例えば、アンチドリッピング剤など)。ただし、含有量が0.5重量%を超えない
b. PTFEなどのフッ素化プラスチック
c. 25g以下のプラスチック材料(コントロールパネルのキーは25g以下でも基準が適用される)
d. 加熱および定着ユニットに隣接して組み込まれるプラスチック製部品
e. 別表1「製品設計チェックリスト」B10に基づきマーキングのなされた再使用大型プラスチック部品
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表155-2
	設計責任者または担当者

	
	(確認方法の詳細を以下に記入して下さい)
□A. JIS Z 7201「製品含有化学物質管理 －原則と指針」に基づいて実施している
□B. 申込者(もしくは製造事業者)が試験によって確認している
□C. 申込者(もしくは製造事業者)が当該物質を含む「グリーン調達基準書」などを作成し、部品供給事業者に含有有無(含有量)を確認している
　グリーン調達基準書の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　
　URL(掲載している場合のみ)：　　　　　　　　　　　　　　
　※掲載していない場合には、初回の認定時および基準書の改版時後の申込時に提出して下さい。
□D. 申込者(もしくは製造事業者)が部品供給事業者に対して、当該物質の試験結果の提出を求めている
□E.その他：[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
	
	
	

	4-1-3.
(17)
	プラスチック製筐体部品には、規則(EC)No.1272/2008　Annex VIの表3のCMRカテゴリ1Aまたは1Bに分類される下表2(基準書参照)の物質を処方構成成分として添加していない
*調査時点で適用されている最新バージョンで確認を行うこと。また、調査時と申込時で最新バージョンに違いがある場合には、1年以内に調査したものであること。なお、技術的に使用することが不可避な物質で、かつ直ちに代替することが困難な場合には根拠資料を提出すること。審査委員会で使用することがやむを得ないと認められた場合には、当該物質については本項を適用しない。
	　□　はい
□　添加はあるが、技術的に使用が不可避であり、かつ直ちに代替が困難である
　□　いいえ
	記入表155-2
技術的に使用が不可避であり、かつ直ちに代替が困難である場合、根拠資料の提出
	設計責任者または担当者

	
	本項での確認している方法を記載して下さい。(4-1-3.(16)記載の確認方法A～D参照)
□A　/　□B　/　□C　/□D
□Eその他：[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
	
	
	

	4-1-3.
(18)
	機器は鉛・水銀・カドミウムおよびそれらの化合物、六価クロム化合物、ポリブロモビフェニル(PBB)、ポリブロモジフェニルエーテル(PBDE) 、フタル酸エステル類の含有率が、RoHS(II)指令のAnnex IIの修正に関する委員会委任指令[Commission Delegated Directive (EU)2015/863]のAnnex II(表3)に適合する
ただし、Annex IIIに指定されているものは除く
また、短鎖塩素化パラフィン(鎖状C数が10～13、含有塩素濃度が50%以上)の難燃剤を処方構成成分として添加していない
	鉛・水銀・カドミウムおよびそれらの化合物、六価クロム化合物、PBB、PBDE、フタル酸エステル類(4種)の適合
　□　はい
　□　いいえ
上記に加え、フタル酸エステル類(4種)の適合
□　はい
　□　いいえ
※フタル酸エステル類については、2019年7月22日以降の申請分より適用する
	
	

	
	本項での確認している方法を記載して下さい。(4-1-3.(16)記載の確認方法A～D参照)
□A　/　□B　/　□C　/□D
□Eその他：[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
	
	
	

	4-1-3.
(19)
	電子写真方式の機器は、DE-UZ205(RAL-UZ205)に規定する測定方法により得られた値が、モノクロ機器の動作中、およびカラー機器のモノクロ動作中およびカラー動作中の有害物質の放散について表4を満たす
· 大判形式の測定は表4-1に従う
· カラー機器でカラー動作時における放散速度がモノクロ基準値を満たす場合には、白黒動作時の測定を省略することができる
· 2017年12月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ171に従った試験結果も認める(2014年4月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ122に従った試験結果も認める)
	　□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	記入表6
(申込時の提出が困難な場合、念書の提出)
※DE-UZ205 Annex 7aの提出でも可(機器の型式・品番名、トナー／インクの品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
	試験責任者、管理責任者、または担当者

	4-1-3.
(20)
	電子写真方式の機器(250L以下)は、DE-UZ205に規定する測定方法により得られた値が、モノクロ機器の動作中、およびカラー機器のカラー動作中の微粒子および超微粒子サイズ域の粒子の放散について以下を満たす
粒子エミッション率(PER10 PW) ≤ 3.5×1011 [粒子数/10分]
· 大判形式の測定は表4-1に従う
· 2017年12月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ171に従った試験結果も認める
· 機器体積が250Lを超える機器のうち、最大印字幅がA3+以下の機器は、DE-UZ205の規定に従って測定を行い、結果を報告する
2020年1月1日以降の申し込みの場合は、微粒子および超微粒子サイズ域の粒子の放散について以下を満たす
粒子エミッション率(PER10 PW) ≤ 3.5×1011 [粒子数/10分]
· 2017年12月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ171に従った試験結果も認める
	　□　はい
(250L以下の機器)
　□　いいえ
□対象外の機器
　□ 報告する
　(250Lを超える機器(A3+以下))
　□ 2020/1/1以降適用の基準値を満たす
　(250Lを超える機器(A3+以下))
　□　いいえ
□対象外の機器
	記入表6
(申込時の提出が困難な場合、念書の提出)
※DE-UZ205またはRAL-UZ171 Annex 7aの提出でも可(機器の型式・品番名、トナー／インクの品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
	試験責任者、管理責任者、または担当者

	
	最大印字幅がA2以上の機器についてはDE-UZ205の規定に従って測定を行い、結果を報告する
· 2017年12月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ171に従った試験結果も認める
	　□　はい
　(最大印字幅がA2以上の機器)
　□　いいえ
□対象外の機器
	
	

	4-1-3.
(21)
	電子写真方式以外の機器(スキャナを除く)は、DE-UZ205に規定する測定方法により得られた値が、モノクロ機器の動作中、およびカラー機器のモノクロ動作中およびカラー動作中の有害物質の放散について表5を満たす
· 大判形式の測定は表4-1に従う
· カラー機器でカラー動作時における放散速度がモノクロ基準値を満たす場合には、モノクロ動作時の測定を省略することができる
· 2017年12月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ171に従った試験結果も認める(2014年4月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ122に従った試験結果も認める)
	　□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	記入表6
(申込時の提出が困難な場合、念書の提出)
※DE-UZ205またはRAL-UZ171 Annex 7aの提出でも可(機器の型式・品番名、トナー／インクの品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
	試験責任者、管理責任者、または担当者

	4-1-3.
(22)
	感光体にはカドミウム、鉛、水銀、セレンおよびその化合物を処方構成成分として添加していない
	　□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	
	

	
	本項での確認している方法を記載して下さい。(4-1-3.(16)記載の確認方法A～D参照)
□A　/　□B　/　□C　/□D
□Eその他：[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
	
	
	

	4-1-3.
(23)
	トナーカートリッジまたはトナー容器は、貯蔵、輸送あるいは取り扱い時にトナーが漏れ出すことがないように、密封されている
	　□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	
	

	4-1-3.
(24)
	トナー、インク、または固形インク等(色材)には、規則(EC)No.1272/2008　Annex VIの表3のCMRカテゴリ1A、1Bまたは2に分類される下表6(基準書参照)を処方構成成分として添加していない
また、トナー、インク、または固形インク等(色材)には、規則(EC)No.1272/2008のAnnex Iに定められた以下のHフレーズを伴う混合物のラベリングを要する、または同種混合物分類の要求に合致する物質(表7)を処方構成成分として添加していないこと。
*調査時点で適用されている最新バージョンで確認を行うこと。また、調査時と申込時で最新バージョンに違いがある場合には、1年以内に調査したものであること。なお、技術的に使用することが不可避な物質で、かつ直ちに代替することが困難な場合には根拠資料を提出すること。審査委員会で使用することがやむを得ないと認められた場合には、当該物質については本項を適用しない。
	　□　はい
□　添加はあるが、技術的に使用が不可避であり、かつ直ちに代替が困難である
□　いいえ
□対象外の機器
	記入表7および色材のSDS
(SDSにAmes試験結果の記載がない場合には、Ames試験の報告書の提出(試験実施機関名、被験物質名称、試験実施期間、使用菌株(5菌)および試験結果が含まれていること)
技術的に使用が不可避であり、かつ直ちに代替が困難である場合、根拠資料の提出
※DE-UZ205 Annex 6aの提出でも可(トナー／インクの品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
	トナー/インキの製造事業者の責任者または担当者

	4-1-3.
(25)
	トナー、インク、または固形インク等(色材)は、カドミウム、鉛、水銀、六価クロム、ニッケルおよびその化合物を処方構成成分として添加していない(色材として分子量の大きいニッケルの錯化合物は除く)
例えば、コバルト、ニッケル酸化物および有機スズ化合物のような製造に起因する重金属の不純物は、技術的に可能で、かつ経済的に可能な限り低く抑えること(最小化の要請)
	□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	記入表7
※DE-UZ205 Annex 6aの提出でも可(トナー／インクの品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
	トナー/インキの製造事業者の責任者または担当者

	4-1-3.
(26)
	トナー、インク、または固形インク等(色材)は、REACH規則((EC) No.1907/2006)のAnnex XVII Appendix 8(表8)にリストされた発がん性芳香族アミンを生成するアゾ着色剤(染料または顔料)を使用しない
	□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	記入表7
※DE-UZ205 Annex 6aの提出でも可(トナー／インクの品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
	トナー/インキの製造事業者の責任者または担当者

	4-1-3.
(27)
	トナー、インク、または固形インク等(色材)に殺虫・殺菌性物質を使用する場合には、「殺生物製品の市場での入手と使用を可能とすることに関する2012年5月22日付の欧州議会および理事会規則(EU)No528/2012」のAnnex Iにリストされ、製品分類6に該当する成分のみを処方構成成分として添加している
ただし、リストされていない物質を使用する場合には、当該指令に基づいて承認申請が提出されていれば添加は許されるが、不認可が決定された場合にはその限りではない
	□　はい
(殺虫・殺菌性物質の使用なし)
□　はい
(殺虫・殺菌性物質の使用あり)
　□　いいえ
□対象外の機器
	記入表7
※DE-UZ205 Annex 6aの提出でも可(トナー／インクの品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
	トナー/インキの製造事業者の責任者または担当者

	4-1-3.
(28)
	申込商品の製造にあたって、最終製造工程を行う工場が立地している地域の環境法規等を順守している
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表155-8
	製品組立工場の工場長

	
	申込日より過去5年間の環境法規等の違反がない。もしくは、違反があった場合には、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守している
	□　はい
　□　いいえ
	
	

	4-1-3.
(29)
	製品に内蔵する電池は、中の水銀、カドミウムおよび鉛は、表9の含有率以下である

電池の使用のある場合には、本申込使用されている電池の事業者名・型番・品番等を以下に記載して下さい。
	電池種類
	事業者名
	型式・品番等

	例　ボタン電池
	○○
	CR-2032

	
	
	

	
	
	

	
	
	



	□　はい
　□　いいえ
□内蔵電池の使用なし
	
	

	4-1-3.
(30)
	製品に使用される光源(原稿読み取り用光源やコントロールパネルのバックライト)には、水銀およびその化合物を処方構成成分として添加していない
	□　はい
　□　いいえ
	
	

	
	本項での確認している方法を記載して下さい。(4-1-3.(16)記載の確認方法A～D参照)
□A　/　□B　/　□C　/□D
□Eその他：[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
	
	
	

	4-1-3.
(31)
	機器の騒音は、aまたはbを満たす
	□　aを選択
□　bを選択
	
	

	
	a) ブルーエンジェルDE-UZ205(またはISO7779[一致規格、JIS X 7779])に規定する測定方法に従って得られた実測値に基づき、ISO9296：1988[一致規格､JIS X 7778]の規定する｢表示A特性音響パワーレベルLWAd｣の値が、モノクロ動作中およびカラー機器のカラー動作中の各々について表10を満足する
なお、2017年12月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ171(3.5.2)に従った試験結果も認める
b) a)に該当しない機器にあっては、ブルーエンジェルRAL-UZ171(またはISO7779[一致規格、JIS X 7779])に規定する測定方法に従って得られた実測値に基づき、ISO9296：1988[一致規格､JIS X 7778]の規定する｢表示A特性音響パワーレベルLWAd｣の値が、モノクロ動作中およびカラー機器のカラー動作中の各々について表11を満足する
なお、2014年4月以前に測定を実施した機器については、ブルーエンジェルRAL-UZ122に従った試験結果も認める
また、DE-UZ205に従う試験結果も認めるものとする(注：ただし、基準値は、表10を満たす場合は、記入表9 a)を提出すること。基準値が表11のみを満足する場合には、記入表9 b)を提出すること。その場合、SM、SFは、それぞれSmo、Scoと読み替えること)。
	□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
□　はい
　□　いいえ
□対象外の機器
	記入表9 a)
※DE-UZ205 Annex 9の提出でも可(機器の型式・品番名が日本と海外で異なる場合等の関係が分かる資料を添付すること)
記入表155-9 b)
※スキャナまたは小判形式については、証明書に測定条件を併せて記載すること。
(申込時の提出が困難な場合、念書の提出)
	試験責任者、管理責任者または担当者

	4-1-4.
(32)
	回収・リサイクル、省資源、省エネ、および人体への影響に関わる事項(下表)をユーザーに情報提供する
情報提供の手段は、取扱説明書に分かりやすく記載することを基本とし、ウェブサイト、リーフレットなどを活用して幅広く行うように努めること
ただし、1)、 2)および3)aについては、ウェブサイト、リーフレットなどで最新情報または詳細に情報を提供している場合には、取扱説明書に記載しているものと同等と認める
	□　はい
　□　いいえ
	ユーザーへの情報を記載した取扱説明書、ウェブサイト、リーフレットなどの該当部分の写し
	

	
		項　　　目
	記載

	1) 回収・リサイクル、適正な廃棄に関する情報
a. 使用後の機器の回収に関する具体的な情報(回収方法、回収連絡先等)
	□あり/□なし
□回収・リサイクルシステムを有しない機器

	b. 機器の廃棄に関する情報
c. 使用後の消耗品(色材カートリッジ・容器、感光体ドラム等)に関する回収、再使用、マテリアルリサイクル、再資源化または廃棄物処理情報(回収方法、回収連絡先等も含む)、インクリボンカートリッジ等の廃棄物処理情報
	□あり/□なし
□回収・リサイクルシステムを有する機器
□あり/□なし
□対象外

	  d. 使用後の二次電池の回収・リサイクルに関する情報
2) 省資源に関する情報
a. 使用できる用紙に関する情報提供
b. 自動両面機能に関する説明。なお、自動両面印刷機能を有さない機器にあっては印刷用紙の使用量を削減できる機能に関する情報
	□あり/□なし
□二次電池を使用しない

□あり/□なし
□スキャナ(対象外)
□あり/□なし
□スキャナ(対象外)

	3) 省エネに関する情報
a. 国際エネルギースタープログラムに基づく消費電力(量)の記載
　ただし、法律等により消費電力(量)(エネルギー消費効率、定格消費電力等)の表示が求められる機器にあっては、この消費電力(量)とともに非稼働時(待機時等)の消費電力を表示することで、上記の記載に代えることができるものとする
	□あり/□なし

	b. 省エネに繋がる使い方、設定方法
4) 人体への影響に関わる情報
A．製品の使用時の注意事項
a. 機器使用時の換気に関する情報(例えば、機器の初期導入時、換気の悪い部屋での長時間の使用回避、または大量複写/印刷時の適切な換気を励行する等)
b. 有害物質の放散に関してエコマーク基準(または、DE-UZ205、RAL-UZ171等)に基づく試験に適合していることの表示
c. オゾンまたは粉塵フィルターの交換に関する情報
B. 色材カートリッジ/容器
a. 正しい使用方法(交換方法)
b. トナーカートリッジ/容器については、無理に開けてはならないこと
c. 不適切な取り扱いの結果トナーからの粉塵が漏れ出した場合には、粉塵の吸入および皮膚接触を避けるべきこと(トナーカートリッジ/容器)
d. トナー/インクが服や手についた場合、および万一、目や口などに入った場合の処置
e.子供の手が届かない場所に保管するべきこと、および誤って子供がトナー/インクを飲んでしまった場合の処置
	□あり/□なし


□あり/□なし
□対象外
□あり/□なし
□対象外
□あり/□なし
□対象外
□あり/□なし
□対象外
□あり/□なし
□対象外
□あり/□なし
□対象外
□あり/□なし
□対象外
□あり/□なし
□対象外




	4-3.
(34)
	製品に使用されるスズ、金、タンタル、タングステンの鉱物資源について、調達方針を公表し、原産国および調達先に関して調査実施する体制がある
	□　はい
(以下にURLを記載)
　□　いいえ
	
	

	
	調達方針のURL：




５．配慮事項
認定の要件ではないが、製造にあたっては以下に配慮することが望ましい。
	

項目
	基準概要＆記入欄　※該当する事項をチェックして下さい
	

	5.(1)
	印刷工場の立地
	□　日本　／　□　海外　
	

	
	a. 古紙リサイクルに支障をきたさない製本形態である
ただしホットメルト接着剤の使用を認める
	□　はい　／　□　いいえ
	

	
	b. 使用用紙のパルプ漂白工程で塩素ガスを使用していない
	□　はい　／　□　いいえ
	

	
	c. 使用用紙の古紙パルプ配合率が70％以上であること
	□　はい　／　□　いいえ
	

	
	d. 海外製造の場合、古紙パルプ配合率が30%以上であること)
	□　はい　／　□　いいえ
	

	5.(2)
	機器に含まれる希少金属類(ネオジム、ジスプロシウム、コバルト、タングステン、タンタル)のリサイクルを容易にするために、希少金属類が多く含まれる部品を特定し、その結果を再生事業者(リサイクラー)に提供できる体制(情報提供、部品の識別容易性等)にあることが望ましい
具体的には、特に希少金属類を多く含む部品として下表を確認すること
	□　実施した　／　□　していない

(実施した場合には、以下の表に記入して下さい)
	

	
		希少金属類
	確認すべき部品
	記入欄
	リサイクル容易性を高める取り組み
(使用のある場合、実施している項目があればチェック、記入して下さい)

	ネオジム、ジスプロシウム
	HDDの使用有無
ネオジム磁石の使用有無
モーターへの使用有無
	□ネオジム、ジスプロシウムの使用あり
□使用なし
□不明
	□再生事業者からの要請により、該当部品の有無に関する情報提供
□当該部品の分離容易性
□その他[　　　　　　　　　　　　　　　　]

	コバルト
	リチウムイオン電池の正極部へのコバルトの使用
	□コバルトの使用あり
□使用なし
□不明
□リチウムイオン電池の使用なし
	□再生事業者からの要請により、該当部品の有無に関する情報提供
□部品の識別容易性：「小形充電式電池の識別表示ガイドライン(第5版)」による「正極の最大含有金属」の表示
□その他[　　　　　　　　　　　　　　　　]

	タングステン
	ワイヤードット方式のプリンタのワイヤー部への使用の有無
	□タングステンの使用あり
□使用なし
□不明
□ワイヤードット方式ではない
	□再生事業者からの要請により、該当部品の有無に関する情報提供
□当該部品の分離容易性
□その他[　　　　　　　　　　　　　　　　]

	タンタル
	タンタルコンデンサの使用有無
	□タンタルの使用あり
□使用なし
□不明
	□再生事業者からの要請により、該当部品の有無に関する情報提供
□使用するコンデンサの色による識別
□当該部品の分離容易性
□その他[　　　　　　　　　　　　　　　　]
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